
平成 17年 3月 3日 
関係各位 

大妻女子大学社会情報学部長 
伊藤 朋恭 

教員の公募について 
 
この度、本学社会情報学部では下記の要領で、社会情報学科社会環境情報学専攻教員を公募い

たします。 
 
1．公募の職名 
助教授または専任講師 1名 

2． 専門分野 
社会環境情報学専攻では、人類の活動が社会環境・自然環境に及ぼす影響とその対応について、

社会科学、自然科学を併せた新領域から教育研究に取り組んでいます。情報処理能力の取得を基

礎として、社会環境情報を的確に把握し、社会に還元できる女性の養成をめざしています。 
A．教育に熱意があり、地域との連帯・共同研究・まちづくり活動に積極的で、実績のある方。 
B．出身学部は問わないが、「地理的空間と社会生活」、「社会環境情報処理論及び実習」、ゼミ
ナールⅠ、ゼミナールⅡ、卒業研究以外に、社会科学系の次の専門科目から 3科目以上の講義
を担当可能な方。 
「まちづくり概論」「地域開発論」「地域環境情報論」「環境保全計画」「環境教育論」「現代都

市論」「企業環境論」「都市環境論」「環境社会論」「社会情報調査論及び演習」など（順不

同） 
3． 応募資格 
平成 18年 4月 1日現在 年齢が 40歳位までの方 
修士以上の学位を有するか、同等以上の実績、業績のある方 

4． 採用予定日 
平成 18年 4月 1日 

5． 提出書類 
1) 履歴書（本専攻指定の書式に準拠、写真貼付、押印） 
2) 教育研究業績目録（本専攻指定の書式に準拠） 
3) 主要研究論文の 1編、副論文 2編の別刷りまたはそれらのコピー（主要研究論文の 1編
について 1000字以内の要旨を添付のこと） 

4) 研究成果の概要（2000字以内） 
5) 大学及び短期大学における教職歴（非常勤講師を含む）がある場合には、これまでに担
当した授業科目一覧とその内容（シラバスのコピー添付も可） 

6) 上記の専門分野Bより担当可能な専門科目 3科目以上、及びその他に担当可能な科目名 
7) まちづくりや地域活動などの実績がある場合は、それに関する概要（500 字程度）及び
関連資料 

8) 照会が可能な方 2名とその連絡先（応募者の教育研究業績や人物を熟知しており照会が
可能な方） 
付記：最終選考の段階で、面接と教育研究内容のプレゼンテーションを実施する予定 
  ：応募書類は原則返却しない。返却を希望する場合は送付先宛名を明記し、返信用切手

を貼付した返信用封筒を同封すること。 
6． 応募締切日：平成 17年 4月 25日（月）必着 



7． 書類提出および問合せ先 
〒206-8540 東京都多摩市唐木田２－７－１ 

大妻女子大学・社会情報学部・社会環境情報学専攻主任 櫻井四郎 
  （簡易書留にて「教員応募書類在中」と朱書きして郵送） 
  TEL：042-339-0081（社会環境情報学専攻 櫻井四郎） 
  FAX：042-339-0044（社会情報学部第２共同研究室） 
  E-mail：sakura@otsuma.ac.jp 



履歴書 

 

氏名
ふりがな

 
 

性別 男 ・ 女 

生年月日 
 

本籍地 
 

現住所
ふ り が な

 
〒 

写真貼付 
3cm×４cm 

電話 
 

メ－ル 
 

 
学 歴 

年月 事  項 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(大学入学以降、入学・卒業・修了を古い順に記載、学部・学科・専攻名及び取得学位名称を含む) 

 
職 歴 

年月 事  項 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(在職機関・組織名、身分を古い順に記載、在職の終了年月も含む) 

 
賞  罰 

年月 事 項 
 
 

 

(賞罰の簡潔な内容を含み古い順に記載) 

 



免 許・資 格 
年月 事 項 

 
 

 

(古い順に記載) 

 
学会及び社会における活動など 

年月 事 項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以上のとおり相違ありません。 
 

  年   月   日            氏名              印 
(古い順に記載、すでに退会・終了している場合はその旨明示のこと) 

 



教育研究業績書 

   
著書・学術論文等の名称 
(①から⑧の順に分類する) 

著者名 
(共著の場合、本人が第一著者の場

合は、本人名他○名と記載、第一

著者以外の場合は、第一著者名、

本人名他○名と記載) 

発行・発表の年、発行所・発表雑誌・

発表学会等の名称・巻・号・最初と

最後のページ 
(年は元号か西暦、昇順に統一) 

① 著書(共著の場合、本人が担当した章・

ページを明記) 

② 論文(査読の有無を明記) 

③ 報告書など 

④ 翻訳 

⑤ 学会発表 

(国内外の会議に発行された Proceeding

に掲載の論文はこの欄に記載、査読の有

無も明記、招待講演等の場合はその旨明

記) 

⑥ 特許 

⑦ 教育業績 

(GP活動や教育研究会での講演など) 

⑧ その他 

（修士論文および博士論文、白書類、①

～⑦以外のもの） 

 
（各列幅など拡張自由） 

  

以上のとおり相違ありません。 
 

  年   月   日            氏名              印 
 

 


